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概  要 

 

ナイロンや LLDPE などのフィラメントに強撚を加えてコイル形状に加工し

た繊維は、加熱・冷却によって繰り返し伸縮するアクチュエータ機能を示す。

フィラメントに銀メッキ糸や金属線などの導電繊維をカバリングすることで、

通電により発熱し、伸縮動作させる技術を開発した。また、撚糸機を用いてフ

ィラメントを連続的にコイル形状へと加工する技術を開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

コイル状アクチュエータ繊維は高分子繊維を素材としているため、モーターな

どの機械類に比べて柔軟・軽量である。一方で、伸縮量、収縮時の発生力は人

の筋肉に匹敵する数値を示すことから、ウェアラブルデバイスやロボットなど

の小型軽量な駆動源としての応用が期待される。 

本技術の 

有用性 

導電繊維のカバリング加工、コイル形状への連続加工いずれも従前の撚糸技術

を応用して開発したものであり、既存の撚糸機等を用いて加工が可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

        

通電による繰り返し伸縮     コイル形状への連続加工 

適用可能製品 ウェアラブルデバイス、ロボット等 
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